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　　　　　　　”　．．　Fig．　1．　．　．．
　　Fig．1．は等脚梯形歯形の縦mapa　ABGFを示す。歯は軍位「餐について考へ，之を輩位巾の梁と

して取扱ふ，Tなる箪位巾あた妙の荷重が，歯の中立軸に直1角な：方向にi聾しψなる角をなす方向に

作用したとして，之を，申立線方向（縦調乳）域分9と中立線に直角な方内（横方向）域分pk分つ．
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　　　　　　　　　　　§1．Pによや曲げの挑みδ1，翠び擁曲線の傾斜φi

　　郵爵1．に出て

　　　　2h　：AB　＝＝　wa先の歯厚

　　　　2睡押＝歯本の歯厚’　・’　tt　・　　・
　　　　昭『歯の高さ

　　　　　！篇oo＝側線の李黙迄の高さ

ダ　　　ξ慌三三ホリ，軸心上の考へる貼をとほる横断面までの距離、

　　　　諾＝荷璽の作用黙迄の距離　　　、　　ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶
　　　　E　＝Whの材料のヤング係数

　　　　　∬躍ξ噺面における漸面二次モμメント　　隊

　　　　2tp　＝「ξ断面における厚さ

　　　”2貯施泳紺る恥

　　　　躍コξにおけ属曲げモーメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟
とすれば，原黙0を歯本にζると、’側線の方程式は，3汐に回して

。∵「妬（1一手〉

　　　　δ・ξ等ξ關上ρ織のPによ舳げの横方向の撹み

　　Pt　ilx　e＝ξに於けるPに‡る曲げの撹曲線の傾斜

とすれば

　t・t・・t　　　　　42δ1ξ・　　　M　　　　　　　　静

　　　　　　dξ2　　EI　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ．
　　　！　　　　・　｝．　　　　　　　　　　　・if
且，　　　　M＝　？（x一ξ）

　　　　　　　　　　　ミき

妬　午緯書破ト峯ア鋸（づ

で酵から諏嚇回る耀式は．
　　　　　高聴＿論理覧＿仁剰、　　　旨　　・
　　　　　　dξ2　　　　　2Eho3　　（1一ξ）3

歯本に於てrigidといふ條件によって之を解くならば，

式で與へられる∵

　　　　　φ単三［9（・マξ（1ず＋壱。二ξゲー三三

　　　　　a・・「撚［器（・ξ）（・ξゲ7や・（・一s）÷券

頴

ξ顯における弓軍性線の擁み及び傾斜は次の

（一7i）］

ぐテ月

　　　懸



40’@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　離巴　　　・　　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　ξ　＝xとおいて作用黙における撹みδ三及び撹曲線の傾斜φ1を求めると

　　　　　¢．i　＝＝1　一｝tlZE．P’il，lii｝一2，　［（it－c）一i－iwtc］．　’’’’’’’’’’”r’”’’’’”i’”””””“’’’’’’’””r．i’　’（2）

　　　　　萌「繋［“一一・1・g（・一・）i・一麦・当・・……・一………・・…；……一細　li・

但し

　　　　　　　　忽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　．
　　　　　　C＝　1’一

　　　　　　　　1　一’　K　　’　…　”　’　　”
とする．

　　　　　　　　　　　　　　　§．2．Pによる勢断の擁みδg

　　影断面にPなる横荷重即ち勢断力がある時の，その黙の擁みの，三三力によつ七生する項を求

める．　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　．9k

　　　　G＝材料の剛性…率　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　脚

　　　　711．　＝ポアソン数

とおくと，計算によって

st ﾑ一器∫1・鱗」銑∫1（・一一　s一）’i　d6　　・一　　1

を得るから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　，

・　錫一二器1・9（・一号）一三・（・一ヴ）…………一・……（・）

　　　　　σ；　薦．　　一　　　　　　　　略　　　　　　　’
　　　　　　　　2（m＋1）

を代入すれば　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘

　　　　　馬一一鎧喋1沁・（・一・）・……・一……………・…………∴………（．5）

　　　　　　　　　　　　　　§3．Cなる墜縮力による縦ρ縮みε’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ρなる璽縮力によって，輩位巾の梁の縮む量εは次の檬にして求まる．「

　　　　A’g忌ξ回気における梁の断面積　　　　　’

　　　　・qξ＝ξ漸面における墜縮慮力

とすれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　v・　　　　　　．鋼膚

　　　　　　＿ρ　　　　9　　’

e．暢ら馬（i一与ア　”
　　　　　晦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　”

t
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　　だけ三吟9に総て噛ゆ嘉する町回　　　・・’

∵ε臣参∫1傷零細）〔・p・　’．一．

　　　　　∴峨凶丁ト細7う一両一∴一・（6）

　　　。　§4億雌鋤煽る凹み・・及び鱒曲線の鵬　 ・

’解晦に鵬9は㈱龍な礁忙・Tの㈱回る曲げの外に∵縦のmtA・・eに・

即㌃ご欝吟ξな轡悶「轡
　　　。1鰯駈る嶋噸夫々外湯れ壁、　”’
　　　　　　　繋挙一巖干撫（　　　　e1一，　　　　　1）↑一一鞠一ξ）1　△

　　前・三障に細定・れてるる・tt一肱ら蹴を・鴎　．’t．．

　　　　　　蚕淵1≒（！一∴｝…：’△・1・

　　　　　　遊吟｛脇痙弓U．’c・・　’

　　　　　　　　一←一の　．　・．、　、

　　を大れ，ne・。に鮒る慨計算す’ると’

ゼーr森＝溜←｝夢腕｝→藩｛侃∵ζド（7㌧

．，

Cデ撚eプー藩・・2一…一・・…一∵∵…一一（8’）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　。15歯画の凹嘩形

　　　　相噛合ふ2つQ歯形が互ひに接し，輩位巾の歯面に直角にはたらく歯面墜力丁をうける場合の，

卿皆切回∵り脚　嚇爾三三り’
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作用線の方肉と一一etし，且つ，歯面の曲i率中心は，2つの歯車の基園への共通切線の接黙，即ち干

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲歩i霜に：合i致する．

’”“

@　　　　　　　　　　　　從って，インボリユー．歯形を有する歯のf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2による凹みを考へるkヰ，その接燭黙におけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る2の爾形曲線の麟率牛径に等しい牛径をもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2っの園筒Oi，　O．を，・その母線を挙行に接押せP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ，その中’〔聯を含む：弔颪内に於て母線（又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は中心線）に垂直に墜朝する場合の，接閥母線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の附近の爾圓筒の凹み攣形を考へればよい．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・・2・の如く・’　Ole　0・　e　pP，CNと鍋2つの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圓筒を；P蕪をとほる母線にて接せしめ，ρ1，0s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早面上の黙4，8にTなる荷重をかける．．

　　　。、、：　’，a’　　。、。、b　’、順丁調筒帳・方敵一三紛初』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る，軍位長さあたりの荷重　　　　，

襯の繍鱒は歪んで・　Fig．　2bの姐なったとする・ζこva，

　　　　　　b＝2つの今旦の攣形せる接鰯亭面の巾の1／；，

　　　・　r；，r2＝緩写せる2圓筒の孚径・　　・　　、　・　　　　　　　撫

　　　　物蹴r学齢の材料の蒜ソン数円　　　　　　．　　
　　　　E1，　E』『爾圓筒の材料のヤング係数　　　 　　　　　．　　　　　　　　『’・．

　　今，凹みの量を求めるのに，次め2つ¢）考へ方に分けて行ふ・　　　　e

　　　　　　　　　　　lo．歯形の凹みを與へるTimoshenko』の式1），2）・，4）le）・7）tt

　　Fig．3aの如く，圓欝0を第三（三三）闇にはさみ，　T（軍位長さあたりの墜縮力）なる力でおした

場合，中心0と準面との距離（疲，即ち園筒牛痙は歪んで碗ノ・とな・うたとする1

　　・eの場餌荷華前（即ち歪む前）は，園筒とr緬とは1轍（即ち疎とほる億線）vaて接してゐ

　たものが，荷重により，巾2bの面接鱗となる．　Hertzの式を

用ひ，申心と接灘との距離めTによる細形曜を計算した

．Fδpplに從今ばr　rlb　Q大なる値に樹して，

　　　　　F乳三顧号。ぎ＋嘘ア『

　　　　　　但しF轡磯回と唖蜘麟曜…
碗

　とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt・

　　　eの式蓼利用して，　　　　　　．
　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ア昇一

r

Fig．　3　a
　b

’一’” 狽ﾟ一r

　　iR’

　ア
B“ig．　3b

2つ¢）圓筒をおしつけた場合の，爾園筒の中心距離の短縮は，圓筒Oコ，02
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．曜



　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　爵

・　　　　イ・ポ睡麟噛の三三茄礎蝋・　，
　　　　　囁碍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡　　　　　　　　　　　べ

　　　とすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ
　　　　　故に禰購漫心の近づ幽ぼ　．　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿〒・〃・＋｝蝿

　　　　　然る偽接鰯即の蔚％めみの値は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　Ml＝M：　：M　，　亙ドE田田　　．・　　　　，

　　　として　　・・　t－　t’　∵

　　　　　　　　　　　円、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

　　　　　　　　・・b・＝＝・薯塞く号4119制鰐）
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塾



それらの曲牽中心，即ち，干渉瓢迄實質部より成るとみなして，

れ鵬作用線全長にわたり，門形の量を求めてみるものである∴断が，實際わ場合は，弓形の三三

．部は，作用線上の一部分でしかな）、．

　　2）式（11）は・B・ud及if　Pe，ters・・転蜘く絶恐縮力7唄次槻弓の關撤はなW

後回する如く，七重｛rによる攣形の量がTに1次的比例の關係になV・と，理論の嚢獲が複錐となる．・．

　　かかる槻黙から，警者ほ，佃みの量を興へる式として，噴moshα1koの例にならはす，次にの

べるligき考x＞．から，別の式を誘導した．　　　　tt　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　2。．歯形の表面凹みを與へる式

　　先づ次の檬な三三をおく．即ち下形の量の計算にあたっては，1。の如㍍．爾圓筒／）9」心距離の

璋づきを求めるのでは塗くてド荷璽丁による攣形は・凋部的に接三面よゆ先z）音区分のみに限られ・
　　げ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル

それより中心の側は，圓筒の原形を保って下形しないとす為

。故に・かくし下める三脚蝿は，Fi昏2b瞬いて・聴納ではなくて乳「…冨趨る・

僻歓の却励立面　　　・、　、　・　　　　伽、
　　　　　　b2　＝，tVl’（2・1一塗〃1り　　　　　　　　　　　　・　　．　、　　　　　　ke

　　　　　　　＝”，’（恥一動・

　　然るにWlt，　Wfl’はrエ，　r，｛に比っミて微小であると考へられるから，
　ド　　　　　．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　2rドー乞〃圧！薯2プ1　’

　　　　　　　2プヨー砺’弁2r2

　　故にL．　・　　　　L　　　’　　　　　　　　I　　　　　　　J　ttt

　　　l　　b？　＝：　2ri・⑳i！混2プL）・z〃ノ

　　故に　、囁、

　　　　　　　，＿．う・一　　　　　　　・「　　　　曳　’
宇　　　　蹴一至爾　　　　一　俸

　　　　　　　　　　b2　”
　　　　　　乞σ。！＝一一一一　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　”　　　‘2r．，　　』　　・　　　・、　　，

　　織　　＼　・　’，　　　　旨二’一　纂

44　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　肥1　　諺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　．
　　故に　　　ズ・　　　　、　層　　　　　　．　’．　。　　　　　　　　　『

．1
|2鶉釜［号＋1・r｛一，霧望、）呼1ト判∴一…∵：…9iム），∫∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　即ち・Tim・・h・nk・跡B・・dの導いた式を得る・郷¢の式をみると次の女旧事がXへる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃のである．

　　ユγ2つの歯形の三三力による表面の凹みを鼠（il），ω・）で興へることVま，夫々の鰯が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その曲i回申心聞の距離，云ひ1かべ



　　　　　　　　　　　イツポリー噛重の懲の員荷及び鷹力の漿動に就て

　　”di“　”　”　’teqwh”

一がT諏憲＋鶉ア
なる式を考慮する時は，’

　　特に

、とすれば
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誘伊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エ3a）、

　　　こめ式で表される測を見ると，次の事が去はれる．即ち国みの量を與へるzc／　tt，荷重丁にリ

　ネアルでdi？る・

．　、實際に起る麹箪：の薗の荷重の欺態に呪いては，歯の中立軸の轡形を正確に計算しなければなら

　ない．Timoshenkoの興へた式（11）は，1。にのべた檬な理由で，歯の凹みによる攣形の計纂として

は過大な糸課襖略事闘醗が・式（11）勲砂なる値襖へる灘の求めた式（13）翠（13・）

　，1とても，正鵠を得てやるとは母はれ除い．・しかし今回さる様な麟の荷重と蝉形の欺態に凝いTl歯

の中蜘ゆ攣形を＋分正確に求め碑は困難で，御に吏に正確な結果を與へる計算式が，簡勒形．

　で求められぬかどうかの問題は，今後の研究にみるつもりである．ここではとにかく，第V章にお』

　いτ，各々の歯ρ攣彰が，勢車の噛鼻歌態の攣化（即ち噛合角の攣化）に及ぼす量を計算する場合，

　爾の攣形が荷重に一次的に比例する事演，．理論の誘導に便利なので，圭としてこの理由で凹み攣形

　の計算式として（13）叉は（13a）を採用する嘉とする．　　　　　　”　・　　　　　　　　　’
　　　・，　　　1　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

　　　　　　　　　　第Ilr箪　噛合率と噛前角及び接馳の伎置の關係

　　　以下に採用回る符號を，Fig．4表びFig．5に示す。　　　　　　　　　　　　’．．e，　　　・

　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　0餌ビツチ黙

　　　　　α，o・＝爾歯車の申心　　’　　　　　　　　　　　　　「一・．．

　　　．”　　p瓢任意め位置における接三三　「　　　　・　　　・＝　　　、　　　「　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一・’　x
　　　　　P1，　Pu＝二二の懸詞及び絡瓢

　　　　　　　4曇歯底圓孚三

乞θ’躍τρ三そ十卿ノ

考（晶晶湯〉………・・……一………・・一・………・…（・・）　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ノrll．＝　nzL，　＝　111∴　Et　・E，　＝E

　ノ＿4Tm2－1旨・　　　　　　　・　　　　　　　　！　一
ゆ　　　　　　　ヘセへ　
　　　Eπ　　nπ2
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46圏@　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　肥　　　　隆

　　　　B　＝：　as先園孚径

　　　　0＝歯厚が0となるlkの孚径

　　　ρ・＝下歯車中・ウ距離　　　　　　　　　ボ

　　　　石≒基圓傘径

　　　　R＝ピッチ圓1孚1￥

　　　　ρ＝任意の噛合黙の孚径

　　　　・＝歯底より・，任意の噛合黙迄の高さ

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’几
　　　　Z＝・歯数，、

　　　　F噛合率　　　　　　　．　　て

　　　　L＝作用線の長さ

　　　P。＝法線刻み

　　偽，偽鵠干渉黙，

　　　　αr噛合墜力角

　　　・β＝＝爾先におけるインボリユー｝切線：角

　■’　γ　＝＝　tw厚0となる黙に滋けるインポリユ

　　　　　　βrト切線角

　　　ω＝任意の噛合黙（接三三）におけるイン

　　’　　ボリコ・Ptド切線角　　囁　　　　　　’　　　　Fi9．　4

　　　　ca　：任意の接欄黙に樹鷹する噛才蔵（歯の申立線が，α宕3ζ綜0再となす角）

　　　　ψ論接弓始めの噛合角

　　　Ψ富接濁鋤の噛合角

　　　2＝＝ビツチ黙で嚇合って居る時の噛三角

　　　Suffix　1，2は夫々騙動事及び從動車を表す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎗　　故に・、

　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　ぴ

　　　　　の1≦仰≦解f　・　砺≧勉≧Ψ・

愚乳

の關係がある．．

　　　　’鼎　　　gy飾　　§1・欄’合、牽　　　tt　　ゆ

　　切下げみない歯車では，作用線は，接濁始φのIS　P，から，接燭絡りの鮎為迄，即ち師瓦とな

る．Fig．5の幾何學的考察から，

　　　　　OP、＝：～／8，肱猷一R，・s呈職α（＝乙、〉

　　　　　㊧＝嘔2一盈2一君…i・μ（11－f2）．　’　　　“t
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なる關係から～囎合口ψの値を知れば，噛合顯に於けるインポリユ碗ト切線角は決定出來るし，叉

　　　　　sec納＝V1＋げω伊・イ1＋（ψ・＋i・vγ・）2

等力》ら・、　　　　　．　　　　　　’　．
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なる關係が，同時《噛合ふ歯のすべてについて云へるから，

［∵1焦∵孕謡「「t・t　tt「t一・一

等，すべての接黙の孚径が定まる．・　　　　　　　・　　　　　　一

　　ρが定まれば，歯底から，接丁丁の高さ切の値は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴

　　　　　繕1繕三綱篶i

等め如く決定される．　　’　　　　　　　　　．　　　　　　’

　　多少，嚴密性は敏くが，梁として歯の攣形を考へる時には，

　　　　　　　　　　第璽v：牽

　　　　　　　　　　　　　　　g1．

　　Figr　6　gc，駆動車と從動車の湘1囎合ふ1組の歯を示す・

．．．”．”．．．．．”．．．””．．．．．　（20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌に上の値を採用する．　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　歯の攣形による噛合1伏態の攣化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭の攣形と噛合角の攣化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttもし蘇かか硝がな塒は・T一・
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　　　三三車の歯の弓形による・從動車の千倉角の攣仁（偏㈲を全部騙動車の噛三角の偏侮に換算レ
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迄譲位する．をして，、駆動車の歯が勲線の

位置に來て再び双方の歯が接面する迄・騙

騨の噸鶴融な切璽ならない・「

　　議論を推めるに先立づセ∴歯の溝形に

あっかる婁素をまとめてみる乏，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　4b　9の曲げによる撹曲線の傾斜φ3に相饗する薗の旋廻攣位　　　　　　　　　．　　一

　　50Tなる歯面野駆鷹よる表面の凹みに相當する作用線方向の挙行三位

の5：頃に蹄するが，之をまとめて大別すると

　　　　A．歯形の平行移動（MI→・Mlt　L9£の墾行移動）

　　　　B．歯形の旋廻三位（瓢！顯を中心とし、瓢！黙における擁曲線の傾斜：角に等しい角の廻縛

　　　　　　潮位）

の2つになる・．

　　之をFig．6についてみれば，歯の中立線へ接鱗黙から下した垂線の足を瓢，　M，・として；次の

20．の饗形の合成とみてよb・

　　　　A．！風一＞A4｛’抱の挙行移動

　　　　B．M，を中心とし，1i41鮎に器ける擁曲線の傾斜角に等しい角度の旋廻攣位

　・今・接灘の附近では，歯形の麟は淀と假面する・即ち・瀬鶴に細る接腸鮎と・負．

荷時の接鰯瓢は一一一rwには一致せす，歯が實線の位置から，流線の位置迄攣形し，’移動すれば，素謡

瓢は歯形上の別の窯にうつる．しかし，この接顯の，歯形上の移動はこぐ小なりと考へられるから，

接黙の移動のために歯形の曲率幅径は攣化しないものと見る事が毘詰る．從って，上の如き假定の

許容される檬な，ごくわっかの接黒占の移動範士に：おv・ては，歯形飴線の接燭の議論臨その接鐵に

おける曲線の曲率中心を申心とし，その曲率牛径を牛径としてもつ2つの圓の接鱗の議論に比する

事が出隠る．そして，2圓の接燭を論ずるには．その相封的な位置の攣化を考へればよいのである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉から，その2圓の中心の位置の相馬的攣化を考へる裏となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　從つ苓2つの歯の噛合1伏態の攣仁を考へるには・あらゆる攣形によって生する爾歯形曲線の・
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その難における擁曲線の傾斜：角だけ同榑し允ために，それらの歯に：固定された曲率中心が移動する

距離を考へればよい．『　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　§2．歯形の旋廻の同位と曲率無心の移動

　　Fig．4に於て，1，2の歯が夫．々M1，1鴎を申心として，　P黙に力がかかつk時l　tt3形する方向
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　　　今，　・、一瓢　，　、ら」望診　．　t－　1．

　　締くt’dPM，TI　，　d？l14．T・　ec於て　　’　　　　　　・

　　　　　　Sl＝～／‘控［ギ∫習＝蛎芋ゴ「亮6忌ゆ1闇　　　　　　　　　　　　’・t

　　　　　　s・　＝》ア再：7；r涛萎・…ψ1

　　で夢り・　　・

　　　　TIT～〒S、φ1　ジ　　処偽ノコS、・　asLi　．　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
・　「’tt、　F　T，Ti’：Slil　t　，　　tt2＝処zソ篇瓦φゴ

とする．そしてこのμ1，碗を乗出の霞嘆）いて，横と縦の成分に分ちゴ

　　．隔畝の第・噛に飾ての三三回向減分，

　　・．勧一議の郷の歯につ疲の縦倣σ方向三分

　　　　　　　　　　　や
　　　　研zゆ獅の騨ついての櫛P勘卑）噸、’
　　　　迦9コ角の第2㊧歯についての縦（M，O，・方剛域分・　。，

とし，

　　　　∠瓢箔〃腸θ，，　∠瓢処〃～一θ、
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
とする．但，研，贋はT，，匙より各々の歯の中立線に下せる垂線の足である．
　　　　　　　　　　　　5
　　而る時は，．

　　　細　　　　　㌧　・
　　　　U．。　＝　tt、　sinθ重　　tlke　’：・ul　c・・til

　　　　U、，2，　・　4、・S三・θゼ　・・ジ1・ジ…θLi

　　　　　　　　　　縄“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　、乳
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穿　　然るに，

　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　

　　　　　　蘭驚恥…一・s・卿・「．’　e・　、　4
D　T・Pil，＋脚『＝　T・Pc・・9・1　・　rl’・・6・φ・

　　　　　　7泓＝ゆ・’q、　一i皇　　　　　　　　一．

　　なる故，

　　　　・、t・・、i。01　F＝即』脱塩勉

　　　　　　　　　　　？溜｛　　・ビ　　　　　　閥暫　　　　　　　　　転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ
　　　　　　、。もθ，メ茎”L．・・C・・9…一…　…　．’

　　　　　’．聯、∵　、．輌　　「，．一　　　　・
　　　三って，　．一　．．．　、』…　　　　．
　　　　　　u・p　：　ec1，　sill　e・＝　¢1　rl　Sin　91

　　　　　　。、e　・1　i，、　C。、θ、＝＝　¢1　（rl　COS侮晶≠エ）th　　　　　　

　　　同風にして，　’　　　　　

　　　　　　　　が　　　　　∵吻rφ…si・ψ2　’　　t
　　　　　　・・，¢＝φ，（rl、・、　q，，　一一・t，）　　『’．　「　　．

’　．但し，鰯隔蛎．tt，e・ec符號をつ観晦5に示す方向，即ち齢中心丁、，　T，が互μに逡ざ

　かる方向を以て正と考へれば　’　　　「　　　、　　　　　・　　　　’　　　　内　　　、

，　　　・’・・嵩一・¢…r・　sin　9・

　　　　　　U・e　一’　¢・（r・C・・S・・　一一　t・）1　zz　　　　　　　　　　　．
　　　　　　絢。。一偏、醐、…”●．’∵”．’：’・’…魯……’…ψ”●，’’”（21）

　　　　　　勉躍φ2（r，COS鰯一ち工

　を得る・　　．　／　　　’　　　　　　　　．　　’　　　　　　　　　・　　　　・　　　　　’n

　　　かくしてあらゆる配賦に庵とつく昏々の薗の曲率中心の移動を次の4成分に分ける．　一

　　　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　dll＝第1歯形の曲牽申心．Tlの横め移動

　　　　　　　∠、、』　　　　　♂”　　　．　縦の移動．

　　　　　　・聴第糊形舳獅蝿嚥嘩動　　．
　　　　　　　煽＝　・　　　　，ジ　　　　　縦の移動
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　概て，4。4、，4，4、㈱・號は，F顧に示妨向，・即ち幅力・鵬魔ざかる三三

　の方向とする．　　　ひ　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　　　　　　諺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻



　　　　　　　　　　　　　　　　　　購　　・　　・　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　裸癖噂の翻榔鷹加慶鱒・．、＿　 ・・

　　　　　∠・・「璃　　、4爾璃…　　“一　・

　　　　　∠・叶ノ墨　　　　∠，ド少蕩．

欝細鱗マ　鶴分唖鵬1一睡その紳成允
　　　　、筑瓦！甲南2T・・’の．塩＠1斑）方尚成分　　内　　　　　’　㍉

　　　　　響・y・四丁・7・’のム仏y｝）方向威分　　、　「　　　　・　．、一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島とすると，　　　　　　　　　　。

　　　∫恥窺…（一）畷…鱒∂　　’　一一、、
　　　　　　　．塞ノ1，C・・（ip，一〇P！）・＋zt，fi・・in（ψ，一ゆ、）　　　　　　tt

　　　　　7必’＝・　T・Y2…（92－qi）みT2遜si既（喚一ψ、）

　　　　　　　　　・　d22　COS　（92一一9t）一42・sin（9P、・一91）・　　．懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩
　　よって，

　　　　　：ろ踏醐形の根回三位の，第1劇多噸算し巌成分ρ含計

　　　　　搦＝雨歯形の欄的弓り，第三雛換算し允三分の合計

とすると，∬コリ．拶gは次の如くなる．　』　　、

　　　　　謡：：土畿＝蹴：：1：1：＝ll：｝∵…一∴一・・………（？2）・

　　かくして，2っ11）曲…率圓が，夫，々d11，　dlll；ti12，　d22なる移動をする事は，第2の圓（即ち第2

　　　　　　　　　れ　　　§5・曲i率園の移動と接

　　　　　燭のための攣位　　　Xt

　　i爽に，蒲g．7に於丁見る様va，’　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

第1の既7幅力向に2－f，，TIYi方　　　　　　　　　　　　　　as

向に万¢だけ移動させて，第2の圓

から離し娚合・鄭の園を瓢・．

の：方向にどれだけもどしたら，再び

第2の陛接鰯す煙拷へやう・

　　Tlの園を，　TI－，方向に芝2，移動

させれば，移動させた距離恥だけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　夢　　究
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@　、t、　　　tt土　照．・諺　“’
逆に動か←て処なる圓に再び接燭させる嘉が出去る．、処名方向に，ΣQだけ移動させTlをT・itにも

つ錬るときは・再びT・．なる圓に回しめるvaは・恥71！1、迄覇の方障移動させ鮒燃

ならぬ．　　　　　　　’　　　　』　”　　　　　、

　　　　　　　　　　，，s　．　”　t
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　隔　　　　∠難丁奴Σ＝9韮　　　　圃　’∵

　　　　｛T，T・t　，＝＝ぎG　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’

　　但，　trTHI⊥％『瓦　　，‘　帆’瓦～⊥7雛～

　　　　　　箔出鞍畷してゐ痢めの樋

　　　　　　T，ノ＝、TIYI方向に恥だけ移動して占める位置

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　で

　　　　　7Y㌻謡頃鯨圓T・’を回して・’靴婿画議し塒卿心の位置層

，とすると譲めんとする醗は・

　　　　　■P＝：Tエ！処”　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　2圓の孚径t’1，r2とすると，1　　　　　　　　　　　・’t　　　　　　　　し・　　　’

　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
も

　　　　　TなT，出rl十rfi　　　・　　　　　　　　ttt　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　　畢ノー瓶コ（門・淘・・購　’・　　　．　・
　　　　∴駕・♪研＝7画し齋～』（・、＋・一，1…q一．｝il，，

　　叉　　，　・

　　　　　T6Hエ＝（rl＋r2）．　sin　q・　　　　　　　、　v「

　　　　　瓦穿～躍ハ鯉＝飾　・、

　　　．・．鶴解＝（r、・＋　r2）・正nq、＋Xe

　　而して　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　‘　脅鷹2怨質・私・2＋頭研2

　　　　∴（。、＋・，）・＝｛（r、＋・，）…q一瑚2＋1（・、＋r，）・i・・9、＋Σ912

　　　　　賜・一2（r、　＋　r，）、。，，、・Σ註2（。汁。の蜘、・物＋易．＝O

、　　之を．とbて，　　’・　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　サ
　　　　　毒斗・＋、・・）　C・・q・±V（r、＋ザcos露ψエー2（ブ1＋プfl）國§至ゆ1“・ΣF蕩｝

　　　　　　　r伍＋廊に湯垢聯卜1鞠お鳶沃富叡断ア｝s

　　ぎ曾即琳比して蹴礁弧内の第環騨桝．一一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声　　　　　　　　　　／　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　インボリー噛車回峨徽聴力磯勲識て　　　’　　鰍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹
’　　㌃伍掴唖・王｛・「篇緯r｝91
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　‘1　　．te
　　　　，ここで灘をすて，且つ．　，

．“ @｛・一7鶴∫論｝㌔・垢溜議医　、　．1・‘t／

　　「なる近似計算を行ふと，

’　　阜伍＋場聯・編綴㌃謁・・鍵・…∴…・∴……・・…〈会・ゲ

　　　　　故に，ちΣ・『胴離称る時，　　　’　　　　停

　　　t’　Σ一下め馴御て第・醐形）嬬び三三（從って第2備三三

　　　　　　　　　　　接せしめる光めに動か動べき横方向の距離　　　　．　1＼

　　　とすれば，’　　　　　・　　　　㍉　　　　　，　　　・　　，

　　　　　　　　洞騨¢扁∫・・∵…・・∴・・……・……・………………・・……∴……・∴（24），

　　　　　然るに翻Σ・贈述の如傑へら功力・ら　　・　’　　　　…

　　　　　　　　Σ＝ノ・幽。三一・・）極●s｝血（…一’勉

　　　　　　　1＋・｛det　7　li1・　s・卿・一・1＞＋・d・・・…Q・（…一…1）｝・吻　・，　‘

　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　之を整理して次式を得る」　　　　　　　　　、

　　　　　　。Σ三嗣ゆ卿蜘脇唾力画｝一一∴・⑳

　　　　㍉　，＼・．r§御難纏鰯　　、　tS・
　　　　　さて・前に述輔研行攣鰍び三韓難獅蝉へるとド、　・

　　　　　10　P・＝：TcOS・ビ・．P・　＝　T　COS　q2’．・1　‘　＿・
　　　　　　〆　にもとつく曲げによる繭華中心の移動　　　　　　　　　　，

　　　　　　執P，，P，なる分力によって夫kの歯が横方向に曲げによる擁みδ！！，δ12だけ移動する．

　　・　珂鄭虚舟…によって知噛力嘱謁を軸として・それらの蘇細朧
　　　　　　　　鰍の傾斜角回し晩φ・，φ1・愛け麹する・紛廻徽よつて，かの齢中心は

　　　　　　　　　　第1の歯の横方離「φ1げ、si卿1　’　一t

　　　　　　　　　　　∴、縦胴にd」1，・・（パC・…一・・）　、．　・t　’　、

　　　　　　　　　第2の歯の横方向た　一φユパr2　sin　g2、　　”　　　　　　　　　　“’

　　　　　　’．　　，，　縦方向め　φ1，・（r，・C・Sψ，一t，）

　　　　、2弓取阯つぐ蜘酢豚よる繭脚心の働．　『　tt　’

　　　　　　　噸嘲脚回る画趣　rllt’『
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、　　　　　畢　「　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　　　　　　第ユ歯形の横方向に　　δ鱗

　　　．…，　第2　。’J　δ・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　なる移動をする．

　　　3。Q　：T・sin　ql，9£　・　Tsln　q2なる墜縮によって生ずる曲率申心の移動は

　　　　　　∫晶晶形の縦方離　・・

　　　　　’　第2　，，　　εfi　”，　・，
　　　4e　91，　glが偏心7s　7g爲に生する曲げの作用によって

・　　　4a　曲げg）携みに相卸して動く曲卒中心の移動は

　　　　　　　　第1歯形の横方向に　δSi

　　　　　　　　第2　　　”　　　　δSfi

　　　　4b　胎げによる擁三線の傾斜：角φ31，φ3曾から生する曲i率中心の移動は

　　　　　　、t第噛形の横方向に　’一　¢…　rl　・in　ql　．　　　，

　　　　　　　　　　，，搬方向に　φ，、（r、C・・伊1一∫、ン　　　　　　　．

　　　　　　　　第2歯彦か購方向に　　一φ32プ2・gin　qa　・・

　　　　　　　　　　”　’縦方向に　φ3S（r2　COS喚一≠2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　げ齢麺の凹御’醐翻す袖紳昏ρ移動は烈　，　　　葛’、．
　　　　　　　　第1歯形の横方向に　z〆・　cos　ql

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　。L・me方向に　w’・　sin　9・

　　　之等を合計して，第1．第2の歯について横及び縦の三分をまとめると，

　　　　　　∠・rク・汁グ・i＋　6a一（娠＋φ・il＞　’　rl　・i・・　ql　＋W’．…91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲♂
　　　　　　d21　＝＝（φ11＋φ、、）・（ri　C6S　9一tx）＋　Sl　＋　ZV’　sin　9・i

　　　「4鵡＋・：，　＋、・、。　一（φ、，＋φ32）仙の　　．’…’…’（25）

　　　　　　∠22＝（φ12＋φ39）（7塊COSψ2－tll）÷εn

　　　從つ鴎活初ρ式賦入鍋と・　　，　　．
　　　　　　ガr論［し（δ11十’δ21A一δ3！）c・・．・1　＋（・12＋・・…3r）c・…u）　mx（伽蜘・

t，ご・画一一1）・轡牽卿＋三田・∴一（26）

　　　ここに旧いて，第II章に求めた式を用ひる．即ち，　　　　’　　1、　　　9

　　　　ゆ・鱈翌畿発｛一　log　（1　L　C！）二“一畜ぴ｝、、・

　　　　ゆ炉絵四三（ト・曇一・毒ζノr’
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2一煌ﾊ陶網一め・（1r，　9・）一・・一9・，s｝三巴騨）｛勢「量げ｝

　　　　　　6・・s営軸…＋11。9（・一ζ1）一賦・・1～磁旦！。9（・一ζ，）

　　　　　　β璽鯉轡乳．ζ～一三・畦鞭亙一．ζ～

　　　　　一環蹴轡・一卵一嶺ドos三三｛（・「・担一・！｝

　　　　・＋3s器物（・一・i）一・r紳讐賠劉11一・・）’”1一・＋・1｝
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　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　’，　，　’　　　　　　・　’　　　　『

　　　、　、、＿第V章畑島性とIL・ad・Cy・1・　．　　‘

　　前節に求めた“yは，噛合ふ双方の歯の攣形を補償する治めに，第1の歯が進むべき距離である
　　　　　　　　くから，接瓢迄の孚径がρである事を考へると，臨動車が，歯の攣膨を補償するために廻質すべき角，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
即ち噛合偏角∠ψ1は　　』　　　　　　　‘’

　　　　　・。ドー∴…一∵一・・………一…・9一一…∵…・・…・∵一…・……（27）

　　　　　　　　ρ1　　　　！　　　　　　、　　　　「　　　　　　　　　、　　　　　　　ミ

同時に轍噛が噛合って徽鰭す腸合にはデ知の歯の回せに靴てΣの値峠計算で求

められるから，　　　　　　　　・　　｛　・　　　「　 』　・　、

　　　革契；…’Σ㈲＝側車の第1・死胎第徽旨噛魁攣形を補償する鋤縫む・
　　　　　べぎ，灘をとほる阯の距離　，．レ

　　　T，7ぞ！，……T：μ）＝噛合ふ各々の歯が分回する荷重（三位巾あ治り¢）歯璽）

　　　嘱一一・吻1伽）づ匿騨酪・嚇力礎形瀟償する勧燵むタ三三の鮪

　　　・謡・一漕一噸ふ騒騨鋼の藤騨の鞭　∬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧．とすると，　轟

　　　　　一町煮㍉論［、・］口、

　　　／・み÷』マ翫「ゴ］　　

　但試（27．、a）中の口は試（26』）め白の嫌構する．　　　「
　　　　　　　　　　　　　睾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　然る焼直力r全綱性で鶴と搬するとジ獄が域蹴る・　、　　　e
、　　　∠ψ〆＝∠ψ1〃＝＝………・・…t　dq（，n）’　　　．　1　tt一　・記

　今，簡輩ρために，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　
T’　＝：　pi／　1　cos　g，1・÷［奮酬畑畑・妙1翻魂ゆ寧｝．

＼　一馬齢課沁・剛「盤騰k喋■沁r（1一・一・り碍・1
　　　　δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　、．㌍戦嬬μ駆讐諜㎡’び・び

「迦ｵ欝1蟹岡…瑠｝一三鎌幽｛・・燗序望｝

、論

’　ti5



　　　　　　　　　　　　　　　　　　妻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　、

　　　　　　　　　　　‘・ンボ野面嚇郷嫌力の蜘蹴て，．「63

’一 A＋三三q壇（ゆ一・坤旦繋甦｛附lr・t・・’｝

声’ D一睡’陣（2－clt）一・繋沁・解ヂ　　一

　　ltt』陽鷹回訓・・∵……畠…………一……tt（28）’

製お侮蠣こ・♂　．　’　　．
　　　　　∠ψ〆一・罫；d・i〃一彩一バー・・d・・1〈m・』欝

血に

、劣券一二欝爆年lll濃r子一ンー…・・（29）　e
　　　但，　　君Fr’＋T”＋…………＋r（切　　　’　　　　　　　　e　　：、，

であるから，“

　　　　　f・f”・……f（7’V）略・噛の分搬す．る荷重の齢（L・“δDi・iFi・n　IFa・…）’

とす繊，∫ヒ　　　　　・．　　　㌦　　酢
　　　　　ヂヨ　T’ITr「！／F

　　g作4w／T」7「一……・…一…∴…・。…一＿…・…∵，・一…（・・）

　　　　　　　，●●6，60●9●，7　　　　　　　　　　　’　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　．．－

　　　　　汐’の篇丁（M）／7・、＝：「（7n）！r　　　　　　　　　　　　。

　　　億　　f＋．f”　＋一・・…∵‘’＋　fOn）＝1・　・　　　　　　、　’

　　かくして．作用線上の接黙の位罎を指定すれば，三時に噛合ふ歯数は別に求まるから，その位

詠三幅の糎の割増鍵の方灘允ど繍二つ蘇即せら悩・礎って・・鱒醐が噛
合蜘めてからasる迄の聞畷ふ髄の攣イL・・IV“況が糊し，　L・ad・Di・i・i・h　c・f・i・は決蘭來る三

　　・・　…　r’，・r”・……及び「は七三さをあ鱒すもの⑳砂ら・

　　　　　　rt，1「”，・…・t：Single　Contactの場合の歯のnglj性係数

鵬涌鵜馳　喘三岡徽即殖騨総
　　　　　吻FT／〆　　　　　、　　、　　　　　　　t／．　　　　：；

　　　　　　　　　　　　ゆ
の如く，1伊に比例するから，

　　　　’1伽噸1・C・・t・ctの場旧記搬瓢IP三三騰
とよぶ・　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　＼．

　　「！・「噸も・・撚の㈱緯の罐の醐として求め弊る・．　g’
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64　　　　　　　　　　　　　土、’肥　　・s．

　　　　　　　　　　　　　　　第VI章StreSS　Cycle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　，．　　　　　1　一

　　歯め態力は，やはり接燭瓢の位置によって攣化するはずである．最大鷹力は，墜縮側の歯本の

縁に生する．實際の慮力は，態力集申を考へなければならす，光弾性を慮南した實験に訴へて決定

さるべきであるが，ここには一般酌傾向をみる目的で，垂直態力の攣化の櫃態をしらべる．、

　　7嫡回歴力をe’Pとeの職分に分つ事は・以前の考察胴様で・二本の申立線＃の鮎。

からηはなれだ黙瓢N黙の鷹力を・？とρに：よって生する繭げの鷹力と・9にもとつく墜縮の慮　　’

力に分けて考へ筒と，　’　　　一

　　　　　　aM　＝：114鮎における慮力（引張）　　　　’　　　　　　　　　ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邊
　　　　　　aN　：遅黙におげる懸力（墜縮）　　　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

として　　　　、　　　　　　 　　　 4　’

ご　…駿鴇9L暴
　　　　　　　・tV＝；等才’9L晶：　　　　　　伽

　　ここに　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　　　　繭

　　　　　　　i・・号・3．・P　・T・・…　ρ一字下　　　昌、・ve

　　であるから，

　　　　　　　　　　　　置
　　　∫解1爺｛・÷・煮壁（3－y一・　一r／一　十1　ゐ。　he）蜘｝．

一　σ・一白｛・斎・三一・一（3　一Y一・一一V一　一一1　he’　lip）蜘｝・

　　　　　　　μ＝引張側の懸力係藪「　、　　　’　　　　　　　　　　　魯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　ン＝四丁側の鷹力係数　　　　　　　　　　 M

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩　　　　　　　　　　　　、

　　とおくと，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭

　　　　　　1＝：鷲：：：礁：lllll：：：：｝一一一（・D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穏L　歯の縁においてば，カ＝砺とおいて
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　野

　　　　　ご郭1∴ll：：：：／回晶兜…

　　　　　　　　　　　　　　¢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

唾



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ・ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　イ・ポリ・…一噛車噛の鮒及び厚勧の綾動蹴て　　　　　s65
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　但し）・上のμ，レ，μ。，ン。は，串ingle　Contagt’の場合の癒力係数である．　　・s

　　　Multiple　Contactの場合の慮力係難は，、第1番躊の組の歯につV・ゼ；「

　　　　　　塵爺｛噺静〆《3蓄・協・＋・）曲〆｝∫’一

　　　　　態国替呼（　ノ9シ．＿．Tt…＿1　1’〔，　み。　　　　　癖）叫

　におV・て，

　　　　　　　7端〃溜　　　　　　　’　　　　、　ぐ

　を用ひて，　、　『ボ、

　　　　　　牟爺〆｛・器野州（3必⊥＋1　乃01’o）面φ｝

・ゐr愉｛轍瞬二（3鴛1．一う・・n・o・t｝・

　　　故に，　　　’．　　國・　“

s“

P：二審1∴罎：享1；1：所記帥

　　　最大憲力係数は，η鵠妬とおいて，

・∴1総：：：‡ll二1：：：：：｛／…’i・i一回函

　　　1かくしτ，・M段6to「1の饗醐㈱脚の黙の函数㌣てCycleを†購醐の鰍s

　送出來るから，夫・々騒動車及び從動車の歯に封してStress　CyOleを描く票も可能である．

　　　但し，計算にあたっては，シ嵩以歯厚の1／L・）と℃て行って大差はない1　　　　　　　　　　　’w

　　　臨　　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　竪、　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　，　　　　第v11箪　計算例及び結欝

　　　以上の方法によって，妊ヂ1・・一一ル2．5，歯数比は全部「1：1とし，次の檬な4例について計算

晒モヂユ芦’面一1馳筋んだのはJt例
8脚d及びPeteτsonの與へた結果D，2）と比較し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
て陛かOkからであ1・髄角2腋び7ル　・
マ＿ク薗車の例は，璽動角のちがびと∴磯船　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4車でない場合の結果をみ7aかったからであ裁

鰍／簾力刺　種　．類　い繕合傘

3司…酬　鹸騨
3δ　2ぴ　｝　　　岡上

35　14・5眉標準フルマー噛車
1．oo　ユ4．駅　｝　’正規欝車

2・q懸

1．6S7

1．S98

2．324



66

s

焦◎

8
チ

・　．6

e4

．2

土　　肥 修

畜

∴疋〆

勾

〆　贈 、 ㌦、

rr4穣蛋0864琴

噛

声

無

爵

〆

乃

i．o

f・8

　．6

，4

．2

o
Fig．　．　8　a．

馬

・ボ

＼

、4

]2
・r

π，

窒W642

魯．
摯

茸◎

ノ

1

　’P7
x

o

Fig．　8　b

奮．O

f
．8

．6

，4

．2

o ・陽

1“；g．　8c“’



イ・ゆ一噛車回畷徽ぴ勧の纐蹴て

鱒…一再i　　　　　‘
u
1 …「八一 川 P

40
？

．8

a、6　　　　1

D4

A2

30

Q0
“

，タ

彫 ．　　触
貼

ら・ ！　　　　　、 疹

L⊥．⊥臼

、

L

o　　　　　　　，　胤
　　　　　駄Fig．．　8　d

67

　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　Load　CycleはF恵8に示す．之でみると，　Load　Cyclelの形は，噛合率πのちがひによってこそ
　　　　　セ
　　大きな差異は現れるが，大艦において，Baud及びPeterso織氏の得允結果とは大差なく，馨墜力角

　　や，魑位のあるなしによっては，ただそれによって噛合率に憂化がある爲の差異の外は大きな影響

　　はない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為　　　　　　　　　　　〆
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’68　　　　　　　・　、　　　　　　　　土　　　肥’　「　諺

　　瓢く考慮罵れ同形の要素がどの醸効いて早る擁みたのが…9℃第IV靱26・）

．Σの括弧内の項を，第1の例について脚示した．他の例でもその傾向は同じである．但し，ヤング

係tw　Eを乗じた値で示してある．これでみると，爾者の考へなかった新しい要素が絹當の割合を示

す事を知る．しかし結果におマ・ては，五に相殺すろものもあるので，Load　Cycleの形にまでぼ大ぎ

な憂化を來さない’ですむ．

　　次にレ歯の弓形に鋤する抵抗，即ち歯の剛性がどう攣るかを見る允めに，r！及び「のt“Llt　Fig．

8に示した．ここにr！はSingle　Contactの場合ゐ1組の歯の綜合酌剛度が，作嗣線上に移en　fる

接賜鮎の位置によって攣化する有様を示し，rは，噛丁丁を考慮に入れた場合のMultiple　Contact

の歯の綜合的剛度で，禰合as　re＞1であればi一時に：2枚以上の薗が噛合ふ範團では，歯の三度が

著しく増す事がわかる．但し，歯車の材料が同じとして，r！，ギはEで割つπ値を示してみる・
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奪

　　　R　　・　　　　‘　　0　　　”　　　彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・」　　IO　d　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　歯車の換りに謁する三度は，三位ピッチを週期として攣化するが，歯の員祷及び爾本の懸力は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．
噛合の全匿聞にわたって攣動ずる．

　　更に，噛合率πが整藪でない場合には，嗣時に囎合ふ歯の里数が攣化するため，剛度において

は，．1ピッチの申で更に階段的に2つに分れ，Load　factorの攣化は，階段的に幾度かその有檬が攣る．t

　　Stress　CycleはFig・10に示1が・之に‡．ζ・と・丁丁側の態力力1常に弓1張側の懸力よりも高く現

れており，83嘱及びPeter＄gn斥の三三1）¢弾向と一致する，但し，三三集中の度合奪考鷹してゐ

　　　　　　妾　　　　　　　　　　　　　　t．
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70　　　　　　　　　tl、　・　　　土　／t肥　　　修　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ない・Baud氏等の解析では，　Pの項だけを探用してみるから，このちがびは詮明出來ない．但し，

Fig・10で・aは歯本の軸心より0・8　mの黙における態力係籔を示し，穂は縁における・量大慮力係籔：

を：示してみる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　／。

　　全般的に云って，Single　Contactの歯車は不利であり，噛合率は2未満に設計ナるよりも，2よ

の多少でも大きくと苓のが，歯ρ強度や磨耗の黙から見てはるかに有効である事がわかる．そして

實用になる歯車では，．舜が3より大となる纂はないと去ってよいから，上の例ですべての場合は類

推される．

　　値し・速度些が1でない場合には，Load　CycleやRigidlty　CYcle等に：おける左右饗構性は失は

れるであらう・　　　　　．　　　　　　㌦　　　　　　　　　　’　　　　．

　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　此の論文は・卸して久騨授の郷謙によるもの艶り・著者の犯し磯多の誤謬　㎡

し　に即して，僧正な御批判と，懇切卿寧な御野幌とを戴いた．ここに，：先生に甥し，深甚の

　　謝意を蓮べる次第である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴

　　　　　　　　　　　、　　‘　　引用二二及脚註　　　　．　　　　、
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